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大学入試制度
（２０２５～ 新課程入試）

私立大は５７％ 全体では５３．６％が

共通テスト以外の方法で入学
共通テスト以外の主な入試方法

1.総合型選抜（旧AO入試）

小論文、面接、プレゼンテーションなどを通じて、思考力・表現力・主体性を評価する方式。

２ 学校推薦型選抜（旧推薦入試）

高校での成績（評定平均）に加えて、探究活動や課外活動の実績も評価 推薦書や面接

３ 専門学部による独自選抜 芸術系やスポーツ系などでは、実技試験やポートフォリオ

４ 探究活動の成果を活かす入試 新課程では「総合的な探究の時間」での学びをプレゼン

など



入試方法も大きく変化

公立
出願は今年度よりWEBで

前期（特色）選抜
1月20日 もしくは2月3日

後期（一般）選抜
3月7日

前期（特色）選抜の例
1月20日 もしくは2月3日

Ａ高校

個人面接と発表（プレゼン）

＋調査書
Ｂ高校 個人面接＋作文
＋口頭試問

＋調査書
特色選抜で定員の何パーセントとるか
は各学校のホームページ参照



ＶＵＣＡの時代、唯一の答えのない、
予測困難な時代を生きる子供たちに
どのような力をつけていけばよいのか。
常に教職員も学び続けています。

地域（含む幼・小）にもしっかりと
学校の方針をお伝えし、ともに
子どもたちの学びを育んでまいります

保護者の皆様方にもご協力をお願いします



本校の教育目標

•自主自律
•創造
•共栄

•自ら行動する九中生

•考え努力する九中生

•お互いを敬う九中生



めざす学校像

•学ぶ楽しさのある学校

•可能性を引きだす学校

•地域とともにある学校

•共感と協働のある学校



４つの合い言葉（２００６年度より）

•あいさつの九中

•花に囲まれた九中

•合唱の九中

•ボランティアの九中



「守る」より「見守る」
•子どもが失敗しないように先回りするのではなく、うまくいかなくとも

自分で考えて行動できるように

・子ども自身が考える、自分で決める、自分でコントロール・調整する

試行錯誤する この機会をうばわないようにしたいものです。

・必要以上に子どもさんに干渉していませんか。

過保護になりすぎていませんか。

手を放して、目を離さない、心を離さない



健康に悩んで成長

•思春期に入り、様々な葛藤や悩みを持つ時期です

→ 悩みを壁をなくすことに手を貸すのでなく、

健康に悩めるように支援する



九中の教育

•「学校は子どもの今を預かり、子どもの

• 未来を語る場」

３年間は短いですが、お子様のより良い成長を願

い、九中の教職員全員で教育にあたります。





本校の教育計画の重点

①個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を

目指した授業

→ ICTを日常的に利活用し、学びの質を高めます

教員も学び続けます

④相談できる力を育てます。 困ったときに一人で抱え込ま

ないように 「助けて」といえる力を育てていきます。



重点①

ICTを有効に利活用した「個別最適な学

びと協働的な学びの一体的充実」を図り、

自律した学び手を目指す



文部科学省HPより







強みと好み

•強みは 学校でみつけやすい

•好みは 家庭でみつけやすい

学校と家庭で強み と 好み を共有し、一人ひとりの可

能性を伸ばす



令和8年の中学総体後から学校の部活動が変わ
ります。
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来年度からの部活動について

•市内すべての中学校で部活動が任意加入となります

•平日の部活動はなくなりません

•中学総体（中体連大会）・新人大会はなくなりません

•Ｒ８年度総体後の土日休日の部活動は
学校単位では行いません。
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任意加入になると・・・・・

全員が部活動に加入する必要はありません。

これまで外部のクラブや団体で活動していた人

→校外活動部としていましたが、部ではなくなり
ます。つまり、顧問の先生はいません。
中体連大会に出場する場合は、各地域クラブから
の出場となります。



部活動改革実行会議 最終とりまとめ（案）より
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これまで使われていた「地域移行」という言葉が、今回から「地域展開」へと変更

されました。違いを一言でいうと、

「 地 域 移 行 」

学校から地域へ“移す”というイメージ

「 地 域 展 開 」

地域全体で“支える・広げる”という考え方

これまでの「地域移行」という言葉には、「学校から地域へ」と分断するような印象が

あった。これからは、学校・家庭・地域が一体となって生徒の活動を支えていくという考え

方が大切です。そのため、「展開＝広がり」のある言葉にかえられた。
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R9より水泳・ハンド・体操新体操・相撲・ソフトB
男・スキー・スケート競技の全中大会取りやめ



スケジュール 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

国：次期学習指導要領

国：実行会議等

国 日本中体連 全中
大会の在り方検討

山形市部活動地域移行・
地域連携推進計画

山形市における休日部活
動の地域展開

告 示 移 行 期 間 完全実施

これまでの部活動 休日の部活動を地域クラブ活動に移行開始

骨子案策定 計画策定 計画の実施・推進

改革推進期間 改革実行期間（前期) 改革実行期間（後期)
中間
評価

●R5より 地域クラブの大会参加が認可

R9より水泳・ハンド・体操新体操・相撲・
ソフトB男・スキー・スケート競技の全中
大会取りやめ

他競技
見直し

新全国
大会

R7年度冬頃
国ガイドライン改定

R7年度末頃
県ガイドライン改定

（１）山形市の基本的な方向性
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山形市では、令和８年度の中学校３年生が部活動から離れるタイ

ミング（１・２年生が主体の新体制に切り替わる時期）で、休日

の部活動を地域に移行し、休日の部活動は原則行わないようにし

ていきます。

ただし、上記のタイミングでの地域移行が困難な場合は、地域連携の対応を

とるなど、地域の実情に応じて、可能な限り早期の地域移行を目指していき

ます。



R8市中総体後の新人大会、中体連大会前
の休日の練習試合などは？

•現在、練習試合やスポーツ教室の持ち方について市全体
で検討中

練習試合について

九中△部として活動することもできる

中体連大会の○日前の土曜日・日曜日は練習試合実施可
能というふうになる予定です

スポーツ教室も年●回実施などとなります



山形市における部活動の地域展開に向けて
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● R8年度から、

① R7年度中に、全中学校において、学校に設置している部活動の加入は、任意加入制となる。

② 3年生が部活動から離れる時期に、休日の部活動を地域に移行し、休日の部活動は原則行わ

ない。

※ 但し、上記のタイミングでの地域移行が難しい場合は、特例として地域連携の対応をとる。

③ 平日の部活動については、休日部活動の進捗状況や国・県から示される方針等を鑑みなが

ら、今後、さらに検討していく。

※ 教員が休日の部活動指導に携わらない環境を整備していく。

※ 休日のスポーツ・文化芸術活動の指導を希望する教員は、一定の要件を満たした場合、 兼職兼業の

許可を得て地域クラブ活動の指導に従事することができる。

● R7年度は、各学校の方針のもとこれまでの休日の部活動が実施されるが、

○ 各中学校においては、 「休日の地域クラブ活動等」の環境づくりの橋渡しをお願いする。

※ 5月実施の本市実態調査をふまえて、 (働きかけ)

既存の地域クラブ活動の状況・外部指導者(地域指導者等)の有無を把握し、休日の地域クラブ活動

への移行の可能性を探る。

令和８年度からの部活動の考え方について

○ 国として、地域クラブの定義・要件や認定方法、会費等の目安等を示すこととし、地域実情にもとづき
ながら地域クラブ活動への取組みを進めていく。

○ 現在、地域クラブの登録制度、活動場所の確保、施設の減免、公費支援、休日の大会参加、練習試合の
あり方、さらに休日の校舎施設の利用等についてには、現在検討を進めている。



（２）令和８年度からの中学生の活動イメージ

生徒の多様なニーズに応じて、Ａ～Ｅのような様々な活動の
パターンが想定されます。
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山形市の地域スポーツ活動団体等一覧（山形市HP掲載例）

種目 № 団体名 活動内容 主な活動場所 活動時間 担当者 問 合 せ 先

陸
上
競
技

1 NPO法人山形TFC 陸上競技 全般
ネッツえがおフィールド
(変更がある場合はHPで
情報公開)

平日：(火～金)
17：45～19：30

休日：(日)
15：00～17：30

冨樫・芦野

℡ 070-2016-7689

✉ info_tfc@yamagata-tfc.org

その他 https://www.yamagata-tfc.org/

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

2 山大クラブJr.

もっと上手になりたい、高校でも続けたいという“バ
レーボール大好き生徒”を対象に男女70名で活動し
ています。ベテラン指導者と大学生が個のニーズに合
わせて丁寧に指導しています。

県立山形中央高校
第一体育館（４面使用）

原則 毎週土曜日
17:30～20:00

指導者代表

黒田 伸幸
山形大学男女
バレー部代表

佐藤 遥香

℡ 090-3545-1366

✉ kuronobu_123@yahoo.co.jp

その他 山形大学女子バレーボール部 インスタグラム参照

3 クラブ山形

県中体連の地域クラブに登録認定済（中体連主催大
会に出場可能）
女子バレーU14（中学生カテゴリ）の各種大会出場の
ための練習
休日を中心に練習試合

山形四小体育館
山形明治小体育館
山形市内公的体育館

平日：18：30～21：00
休日：午前または午後の

３時間程度

事務局

鈴木 滋雄

℡ 090-3126-0891

✉ szkisige@topaz.ocn.ne.jp

その他 問い合わせはメールでお願いします

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

4
山形ワイヴァンズ
アカデミー

バスケットボールスクール
山形ワイヴァンズユース

山形市内
週1回～４回
コースにより違うためお問い
合わせください。

宮田 英治

℡ 023-664-3646

✉ emiyata@passlab.jp

その他

5
MEISEI
MAD
MAROONS

バスケットボールの練習及びリーグ戦
への参加

山形明正高校体育館
毎週木曜日

１９：００～２０：３０
小関 翔太

℡ ０２３－６３１－２０９８

✉ shota_koseki@y-meisei.jp

その他

6 Da-do（ダード） 女子バスケットボール（U-15） 山形市・上山市
月、水、木、日曜日

19:00～21:00
田崎 曉彦

℡ 080-1826-2723

✉ dado.bbc2023@gmail.com

その他

7 MAB academy 個人スキルアップ 山形市・寒河江市 18:00～21:00 柳川龍之介

℡ 090-3647-3611

✉ mab.academy03@gmail.com

その他

8
HOOP

MONSTERS 

スクール活動個人スキルアップ選手育成クラブ活動各
大会等に参加し、高校に向けて土台作りを行い全国大
会出場を目指す。

山形市・上山市内

山形スクール(日)
18:00～21:00

新庄スクール(土)
18:00～21:00

クラブ(水金土日)
18:00～21:00

木村誠一

℡ 090-2792-7988

✉ hoopmonsters2017@gmail.com

その他 33
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山形市の地域文化芸術活動団体等一覧（山形市HP掲載例）

部門 分野 No 団体名 主な活動内容 主な活動場所 主な活動時間
代表者
又は
担当者

連絡先

文学

短歌 1 山麓短歌会 短歌指導 学校、コミセン等 1～2時間 結城 晋太郎

TEL 090-7660-6781

FAX －

✉ domekida@nifty.com

俳句 2 胡桃俳句会 俳句の基本、実作の指導等 市内公民館等 放課後、休日 鈴木 正子

TEL 090-9530-8522

FAX 642-6055

✉ ー

俳句 3 椅子俳句会 俳句研究と句会開催 小姓町東前稲荷神社集会場
第3金曜日
13時30分～16時

戸田 正宏

TEL 090-1068-8694

FAX 634-6728

✉ inkyo＠toda-ya.com

俳句 4 山寺俳句塾 俳句の講座、奥の細道の勉強会 山寺芭蕉記念館
毎月第3火曜日
13時30分～15時30分

武田 菜美

TEL 090-6228-5597

FAX 623-2837

✉ 1010.nami@ezweb.ne.jp

音楽

邦楽 5 山形三曲協会 箏の体験、尺八の体験 公民館及びコミセン等 適宜（要相談） 安達 薫綾

TEL 090-3015-9319

FAX 622-9379

✉ yamagatasankyoku@gmail.com

洋楽 6 合唱団じゃがいも 合唱 市内公民館
土曜日
19時30分～21時30分

鈴木 義孝

TEL 662-4723

FAX －

✉ BXK04323@nifty.com

洋楽 7 山形センター合唱団
混声による演奏活動、マイソング
の創作

南部公民館
総合福祉センター交流ホール
他

毎週火曜日
19時～21時40分

黒田

TEL 600-2987

FAX －

✉ sing_peace19_kh@yahoo.co.jp

洋楽 8
オペレッタ工房フェ
アリイ・テイル

プロの音楽家によるレッスン
ピアノ教室アトリエ、コミセン
等

週1回 60～90分程度 吉野 直子

TEL 090-6689-9677

FAX 644-5277

✉ yoshin3o3@yahoo.co.jp

美術 工芸 9 起世の部屋研究所
ちりめん、古布などを短冊や
色紙に貼って押絵を制作

山交ビル8階会議室等 週1回 13時～15時 太田 紀世

TEL 090-2976₋9012

FAX 023-673-3547

✉ 34
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部活動について （地域クラブの中体連参加）

•団体競技は県大会からのみ可能

ただし 予選等は競技によって異なる

個人競技は

水泳・陸上・剣道・柔道・バドミントン・ソフトテニス

は地区大会から可能

九中の部活動からでなく、クラブチームから参加する場合

申請書が必要となる





保護者のみなさまへお願い
③スマートフォン等のネット機器の管理について

・SNS関連のトラブルが後を絶ちません。

→ ネットの世界に大人と子どもの区別はありません。

→大人用のインターネット、子ども用のインターネットがあるわけでは

ありません

・保護者（家庭）での管理をお願いしたい 学校では管理できません

ペアレントコントロールなどの積極的活用を

ご家庭で子どもと話し合ってルールを決める

・学校への持ち込みはさせていません

・学校でも情報リテラシー・情報モラルの指導は行います。しかし、最後は保護者の

責任のもとでの使用となります。ネットトラブルについては学校で解決できません



お願い
駐車場について

・学校敷地内は新校舎増築もあり、かなり狭くなっているため、ご遠慮いただいている
しかし今年度から
・学校行事（例 運動会やクマ対策での送迎場所など）でコパル駐車場を借用することがある。

ただし、事故等のトラブルを避けるため、駐車場係として本校教職員が対応する必要があ
るため、どの行事でも借用しているわけではない
お願い
・駐車場の場所は北側スペース、通行は一方通行にしている。（帰りは北側から抜ける）
→ メールや文書等でお知らせしているが、その約束を守っていただけない方がいる
→ コパル側からの注意がある

→このようなことが続けば、使わせていただきたいが、難しくなる

・ 学校取り付け道路の電話ボックス近くの空き地 所有者に許可をとり、使用している
事情がある場合はお互い譲り合って駐停車ください。（朝や放課後など）



教職員一同、責任をもって、大事なお子さま
をお預かりします。

来年度４月の入学を心待ちにしております。

ご清聴ありがとうございました。


